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11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
　　　　　　災害活動業務　　　　　　　通常業務
  全域停電 順次復旧開始　　　一部地域を除き復旧
　　　　　　断水　　　　　  一部地域を除き復旧
  通話規制　　　　　　　　復 旧
　　　　　　　（自衛隊）
　　停止　　　可燃ごみ・災害ごみ受け入れ
                 停止                 順次再開
　　　　　　　　休園　　　　　　　　　再 開
　　　　　　　　 休校　　　　　　　　　 再 開
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































福田屋水産 魚店 ☓ →磯前神社 当日
磯屋旅館 宿泊施設 △ 大宮→自宅 避難せず
小林楼 宿泊施設 避難せず 震災前の７割程度











さとう釣具店 釣り具・船具・漁網 ☓ → →オーシャンビュー 震災前の20~30％























なめ清商店 食料品店 ☓ → →大洗駅方面 当日 4,5日後 震災前の１割以下
震災後はシラスの
卸のみの営業
磯菊商店 食料品店 ☓ →高台の駐車場 １日後 １週間後 売上は減少








あいりす 薬・化粧品店 ☓ →娘の家 ３日後 １か月後
基礎のパイルが
店の沈下を防止
田所屋 宿泊施設 ☓ → →大貫小学校グラウンド（翌日昼に一時帰宅） １週間後 １か月後 風評被害が顕著
栗崎屋 飲食店 ☓ 避難せず １か月後
大幅に減少し
現在は回復途上
和泉屋米穀店 食料品店 ☓ ↑↑ →大貫小学校 震災後すぐ 現在は回復
米川酒造 酒店 ☓ ↑↑ →おふじやま→親戚宅 10日後 ３週間後 震災前の85％
今村金網工業 工業（その他） ☓ ↑↑ 役場→自宅→消防団活動→消防団詰所 ３日後 １か月後
経営者が
消防団所属






タグチ理容 理容・美容 ☓ → →おふじやま→自宅→大貫小学校 １日後 ２週間後











浜野屋 宿泊施設 →諏方神社 GW明け 現在は回復






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































住居 商業 工業駐車場サービス農地 他
住居 13 2 3 4 7 - 13
商業 4 - - - 1 - -
工業 - - - - - - 2
運輸 1 - - - - - -
駐車場 8 - - - 4 - 1
水産業 - - - - - - 2
サービス 8 - - 1 1 - -
農地 2 - - - - - -

























































































































































































    海岸周辺
d: 夏海・成田地区
第20図　大洗町復興まちづくり計画におけるハード面対策
 （復興まちづくり計画より作成）
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20カ所，誘導灯（ポール）290カ所の新設が計画
されている．夏海地区・成田地区においては誘導
サイン４カ所，案内板３か所，誘導灯（ポール）
60カ所の新設が計画されており，誘導灯（ポー
ル）は設置間隔を80mとしている．サンビーチ海
岸周辺においては誘導サイン12カ所，案内板６カ
所，誘導灯（ポール）204カ所の新設が計画され
ている（第20図）．避難路の整備については，夏
季の観光ピーク時の円滑な避難が必要とされ，復
興まちづくり計画で夏季の観光ピーク時に計11万
6,090人の避難者，避難所の収容可能人数として
は５か所・９万8,812人が想定されている．県道
長岡大洗線より北部の地区では２万人弱の収容不
足が生じており，新たな避難所整備が課題として
いる．また南部地区については，収容人数は充足
しているが，避難場所の大洗総合運動公園はサン
ビーチから離れているため，より近い場所に一時
避難場所を整備するとしている．
ソフト面の対策については，①日ごろからの防
災意識の醸成，②情報提供・情報伝達手段の強化・
多様化，③要援護者の避難支援・安全確保，④防
災施設の機能配置・機能強化の４つを基本として
いる．防災意識の醸成については学校での防災教
育，自治体での防災訓練，地域組織や観光施設の
連携，自主防災組織の再編，率先避難者の育成な
どが挙げられている．情報の伝達についてはテレ
ビ，ラジオ，SNSなどのあらゆる手段の活用，分
かりやすく簡潔な表現にするなどの改善を行う．
要援護者の支援については，要援護者の把握，避
難支援者の育成などを行う．防災施設については，
消防団分団の再配置，役場の防災機能の一部高台
移転，非常用電源の設置場所の工夫などを行う．
第４章では第２章で述べた拠点のうち，サン
ビーチや大荒海浜公園を中核とする観光レクリ
エーション拠点，産業・業務拠点，中心拠点の
３つを復興拠点と位置付け，魅力向上策と新たな
津波対策をハードとソフトの両面から検討してい
る．観光レクリエーション拠点について，魅力向
上策としてサンビーチのイベント開催スペースの
整備などによるビーチ利用の促進，定期的な清掃
活動によるビーチの維持などの，サンビーチに関
する施策が中心である．津波対策は３章の内容と
同じであるが，ビーチが広く目印が少ないことに
よる混乱の可能性，県道横断時の安全性確保がサ
ンビーチ特有の課題である．
港湾部の産業・業務拠点については，魅力向上
策として新たな集客施設の立地誘導，クルーズ船
利用客向けの施設，レンタサイクルステーション
の整備などによる交通結節機能の充実に加え，港
らしさを強調した景観の整備を行う．津波対策に
おいては植栽によって狭くなった歩道の拡幅，津
波避難ビルの新規整備，既存施設の津波避難ビル
指定，施設整備時の景観への配慮が課題である．
これらの復興拠点における回遊性の向上策とし
て，大洗駅と沿岸部をつなぐ動線の充実，快適な
歩道の整備，避難場所や観光資源へ誘導するサイ
ンなどの整備，大洗港区を網羅的に移送できるバ
スルートおよびバス停の新設，レンタサイクル拠
点の新設が挙げられている．
最後に第５章では第４章までで検討された復興
まちづくりのための施策をどのように実現するの
かという方策を示している．具体的には，①庁内
体制の充実，②町民との協働，③国，県，他自治
体との連携，④民間企業の参入・連携の促進，⑤
計画推進の管理・見直しの５つである．
Ⅵ　結論
大洗町は東日本大震災の被害を受け，津波被害
や風評被害を受けたが，より大きな津波被害を受
けた三陸沿岸域や福島第一原子力発電所事故の存
在により，大きな注目を受けない地域であった．
一方で，東日本大震災の被害は大洗町の史上最大
規模被害であり，都市基盤の復興が完了した時点
での本研究により，大洗町の東日本大震災の全容
が明らかになった．
震災以前の大洗町の防災政策は，町内に原子
力実験施設の存在や東海村JCO臨界事故の影響に
よって，原子力災害への対策が重点が置かれてお
り，津波災害への対応は相対的に軽視されてい
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た．だが，震災時においては，原子力災害対策の
一環として配備された防災無線機の個別受信機が
一定の成果を収めた．屋外の防災無線は初期投資
が個別受信機よりも安価であるが，屋内での音量
の減衰が大きな課題であり，個別受信機は津波避
難において効果的な防災政策である（４県（三重
県・和歌山県・徳島県・高知県）東南海・南海地
震防災連携協議会，2008）．特に，井上（2011）
が指摘する大洗消防本部の命令口調による避難放
送は，個別受信機の配備によってより効果的に作
用したと推察できる．震災当時に関しては，大洗
町の消防本部と消防団の連携が住民避難に大きく
貢献したが，より大きな災害への対処を指向した
場合，東日本大震災で機能不全に陥った自主防災
会の再構成は重要である．特に，大洗町は漁業が
盛んであるため，津波襲来時に沖出しを行う漁業
従事者の高齢の配偶者を補助する役割も期待でき
る．一方で，保育園や介護施設は災害時の避難や
避難生活に大きな障壁を持つため，その施設の場
所と入居者の属性に応じた対策を講じる必要があ
る．
観光地である大洗町では観光客の避難は大きな
課題であり，大洗町の復興まちづくり計画におい
ても避難道の確保と避難標識の整備が進められて
いる．観光客は時季や時間帯によって，居る場所
が大きく変動する特徴があるが，東日本大震災の
事例では発生が，観光閑散期の３月で平日の金曜
日であったことから，町内には観光客が少なかっ
た．だが，大型観光施設では観光客が滞在してお
り，多くの事例では観光施設外への誘導が行われ
たが，大洗アクアワールドなどの観光客数が多く，
子供が多い施設では，独自の避難場所を設置して
いた．観光客は地域に属さない存在であり，土地
勘や津波災害への知識不足が挙げられため，観光
施設ごとの対応が重要となるであろう（増本ほか 
2010）．一方で，福島第一原子力発電所事故によ
る風評被害による被害もあり，観光客が減少する
影響もみられ，復興へ影響を与えた．
住民および個人商店の東日本大震災時における
災害対応と今後の防災意識に関しては，地区ごと
に異なっていた．特に勘十郎堀周辺地区では，埋
立地であることから液状化現象が大きな被害であ
り，土地利用転換もみられた．地域住民の避難は
成功しており，住居や周辺の泥土の掃除により復
旧した．一方で，被害を受けなかった住民や商店
の防災意識は，改善されるものの新たな防災策を
実施する住民は少なかった．家屋の被害を受けた
住民は防災意識の向上しており，今後は防災意識
の持続が大きな課題である．
大洗町の土地利用は東日本大震災前後で，明確
な差異はなかったが，この要因としては浸水被害
が主で建物が倒壊するような被害が少なかったこ
とであった．一方で，震災以前から潜在的な土地
利用転換の要因を持つ区画は，震災を契機に土地
利用の転換が見られた．だが，この変化は５年間
の期間のもので，住民の津波への防災意識が保持
された場合，高台への住民の移動が発生する可能
性がある．大洗町の復興計画では，津波災害への
防災機能の向上を指向して，避難道の整備と高台
での新たな土地利用を重視した計画が策定されて
おり，今後の津波防災を兼ねた地域づくりに期待
したい．
本稿の作成にあたり，大洗町役場の藤沼佑介様，海老沢稔様（生活環境課），坂本洋也様（まちづくり
推進課），大洗町消防本部の庄司政夫様（消防次長（当時）），大洗消防団の関根正治様（本部員），明神町
自主防災会の大川泰男様の皆さまには震災以前の大洗町の防災政策および震災後の取り組みをお話しいた
だきました．大洗漁業協同組合の臼庭明伸様（参事），アクアワールドの大津節夫様と職員の皆様，かも
め保育園の職員の皆様，めんたいパークの若林様，大洗リゾートアウトレットの寺島敏彦様（営業管理）
と小松﨑絵美様（広報担当）には震災当日の対応状況や今後の津波防災の取り組みのお話を伺いました．
また，大洗町の住民，個人商店，旅館の皆様には突然の訪問ながら，親切に対応していただきました．末
筆ながら，記して感謝を申し上げます．
なお，本稿の一部を2015年日本地理学会秋季大会（愛媛大学）および2015年地理情報システム学会秋季
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大会（慶應義塾大学）で発表した．
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